
（公印省略） 

日教委図第 389 号 

令和７年８月 ５日 

 

 各 委 員 様 

 

日田市立淡窓図書館の今後の在り方市民検討会議 

事務局 淡窓図書館 

 

 

「日田市立淡窓図書館の今後の在り方市民検討会議」における 

最終報告書（案）の送付について 

 

 

 晩夏の候、貴職におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 さて、上記の件については、第５回会議での意見を踏まえ第５回議案の加筆修正を行った

最終報告書＜案＞を送付いたします。 

 つきましては、お忙しい中大変恐縮ですが、ご一読のうえ、意見のある方は■＜意見書＞

に記入のうえ、８月２０日（水）までにご返送（郵送、持参、FAX、e ﾒｰﾙのいずれか）いただ

きますようお願い申し上げます。 

 なお、意見書の内容を考慮したうえで修正したものを報告書の完成版とさせていただき、

皆様に後日送付いたします。 

 

【送付するもの】 

 

  ■＜意見書＞ 

  ■最終報告書（案） 

別紙１ - 目次、はじめに 

別紙２ –１．日田市立淡窓図書館が目指す図書館像 

（１）基本理念 

       （２）基本理念につながる５つの柱  

■参  考   第５回会議議事録の概要・要点 

 

                      【提出先】 

                       〒877-0003 日田市上城内町 1-72 

                         日田市立淡窓図書館 川邉、結城 

                        電話 0973-22-2497 

                        FAX  0973-26-3210 

                        e ﾒｰﾙ tansou@city.hita.lg.jp 

 

112

mailto:tansou@city.hita.lg.jp


■＜意見書＞ 

委員氏名（                     ） 

 意見 

別紙１ 

目次 

はじめに 

 

 

 

 

別紙２ 

⑴基本理念 

 

 

 

 

⑵ 基 本 理 念

に つ な が る 

５つの柱 
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第５回会議議事録の概要・要点 

 

• 日時: 2025 年 5月 15 日 14:09～15:55 
• 場所: 淡窓図書館 2 階研修室 

• 出席者: 13 名（欠席 2名） 

 

◆全ての委員の意見内容まとめ 

以下に議事録の中で述べられた全ての委員の意見を簡潔にまとめます。 

 

●委員 

・表現が「日田市民」限定の印象で、もっと広域の人も対象にすべき。 

・「おしゃべり」→「話し合い」などの表現への変更を提案。 

・図書館の老朽化・不衛生さ（虫やザラザラ感）を指摘。 

・障害者用トイレのスペース・機能改善を提案。 

・怪談話（郷土の話）などを通じた子供の好奇心の喚起を提案。 

・飲食を取れるスペースの整備を希望。 

 

●委員 

・理念として第 2 案「人づくりを支える」よりも第 1 案「市民に親しまれる拠点」が一般的に伝わりや

すいのではないか。 

 ２案をまとめる必要もないのではないかと提案があったが、「案はどちらでもいい」、具体的な５つの

柱の議論を優先すべき。 

・「子供の好奇心」などをもっと柔らかい表現にしてはどうか。 

・郷土に関するクイズ大会等やって、学びにつながるイベント案を提案。 

・利用者の動機づけが５つの柱の中に含まれているのか。 

・企業・団体の研修利用（2 階研修室） 

・公民館の分館機能設置などの地域連携案を提案。 

 

●委員 

・なぜこの会議が設置されたのか、来ている目的を各委員に確認。 

・一般市民としての立場で発言。 

 

●副委員長 

・図書館は人づくりの拠点という立場だが、市民目線ではなく業界目線であることを自覚。 

・「市民の支えとなる拠点」に「人づくり」を含める表現を検討すべき。 

・「おしゃべりできる」は「会話ができる」など柔らかい表現に変更提案。 

・他館の事例（福地町ではパン屋があり、那珂川市では高校生などに特化したスペース）の紹介。 

・学校で揃えられない資料、バリアフリー、大活字本・触れる絵本・オーディオ資料の整備を提案。 

・企業・民間団体と連携したイベント実施を提案。 

 

参考 
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●委員 

・理念や文言に対して「市民には難解である」、利用者目線の表現を希望。 

 5 つの柱については、わかりやすい。 

・明るくて利用しやすい、子どもたちを連れて行きたくなる図書館を希望して参加。 

・遠隔地からは公共交通の不便さから、利用が難しいと実体験を発表。ゆえに今後は、足を運べるよう

になることを希望。 

・竹田市図書館の事例（高校生の利用が多い、飲食スペースあり）を紹介。 

 

●委員 

・図書館整備にあたっては利用者の意見を聞く必要がある。 

・理念や文言の整理は行政側の仕事、市民の皆様は率直な意見をいただきたい。 

 

●委員 

・案 1・案 2 を統合した案でもよいと思う。市民に親しまれる施設であることが一番大事。 

 学びとまちづくりは人だから、人づくりを支える施設でよいと思う。 

・図書館予約の利便性（例：筑後図書館のカウンターで即時貸出）の提案。 

・Wi-Fi やフリースペース整備の推進。 

・図書館本の公民館への巡回貸出と公民館への貸出（配送業者による）の併用を希望。 

 

●委員 

・図書館のニーズはアンケートで多い「リラックス」「学習スペース」など、施設整備の段階で入れるこ

とを希望。 

・理念の人づくりは、人づくりに取り組まれてきた廣瀬淡窓の淡窓の冠名が日田市の図書館についてい

る以上、後世に残す意味ではメッセージ性があると思う。 

・高校生や働く保護者向けに「夜間利用」など時間外対応を提案。 

・地域や公民館での図書貸出サービスは、公平にやるよりも「やりたいと希望する」地域から取り組む

仕組みを希望。 

 

●委員 

・５つの柱で「誰もが利用しやすい」の文言と内容に乖離があり、障害者・高齢者の合理的配慮が足り

ない。 

・確かなニーズ（必ず買い物をするなど）のある高齢者や移動手段が無い人に対するアウトリーチサー

ビス（お店や事業所側からの送迎など）を提案。 

・地域の「集まりの場」などに対するアウトリーチサービス（図書館からの貸出サービスなど）を提案。 

 

●委員 

・５つの柱の「子どもたちの学びや好奇心を育む」の中で、学びに関する記述を足すことを希望。 

・高校生の利用実態（飲食可能なアオーゼに行く理由）を踏まえ、飲食可能なスペースの記述を希望。 
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●委員 

・小学校の巡回図書の制度を地域の公民館と連携して活用すべきことを提案（委員と類似意見）。 

・図書館の閉架にある本を巡回図書で貸出していくことを提案。 

 

●委員長 

1. 基本理念（案 1・案 2）に関する議論の促進 

・基本理念および「目指す図書館像」の変更案（案 1と案 2の合体）が議論の焦点と説明。 

・「市民に親しまれ～人づくりの拠点」という合体案が根幹であると強調。 

・「人づくり」「市民」という文言の意味や適切さについて、委員の意見を求めた。 

・案 1（親しまれ、支えとなる）と案 2（人づくりを支える）のどちらが適切か、再検討を促す。 

・文言の取扱いは事務局に一任してもよいかどうかを委員に確認。 

 

2. 「人づくり」の扱いに関する掘り下げ 

・人づくりを理念に盛り込むべきかを問いかけ。 

・文言の選定は市民の共感を得られるものにする必要性を強調。 

・どちらの案が「利用者に響くか」という観点での意見を求めた。 

 

3. 意見集約と進行整理 

・多くの委員が文言に強いこだわりを持たず事務局案を容認する様子を受け、確認を行った。 

・議決は行わないが、事務局案に進むことについて委員の賛同を再度確認。 

・基本理念は「一任で修正の可能性を含みつつ」事務局案で進めることを確認。 

 

4. 5 つの柱（基本理念の具体化）に関する議論 

・「1～5の柱」について、利用者目線での表現が適切か意見を促す。 

・特に「足りない部分」がある場合は遠慮なく意見を出してほしいと説明。 

・「誰もが利用しやすい」という表現は、遠隔地や障害者へいろんな配慮、設備や機能で補うことが必要。 

・アウトリーチサービスは、ⅣよりもⅡの柱に該当するのではないかと指摘。 

 

5. 運営体制・施設機能について 

・開館時間や利便性についての検討は重要であると明言。 

・利用者目線をどこまで柱に盛り込むかが大事な論点と指摘。 

・企業・地域との連携、図書館を住民が支える仕組みづくり、賛同者を増やすことなどが必要。 

 

6. 飲食・会話・気軽さに関する意見 

・アオーゼの「気軽に学べる」コンセプトを紹介し、図書館も敷居を下げる必要があると述べた。 

・特に若年層に響くような施設イメージを目指すべきとの私見を述べた。 

 

7. 地域・学校・文化との連携 

・「淡窓」の冠名を後世に残す意味で理念の「人づくり」の意義があることや郷土の歴史を学ぶ観点は重

要。 
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・図書館と学校・公民館・博物館などとの連携は必要不可欠と考える。 

・今後、デジタルアーカイブの推進と地域の課題解決支援サービスが図書館に求められている。。 

 

8. 総括・今後の進行 

・「事務局案に賛同し、多少の文言変更は一任」として合意を得る。 

・5 つの柱についての意見も事務局がまとめ、最終的に本会議報告書に向けた取りまとめに移行する意

向を表明。後日メールや郵送で報告書を送付し、共有予定と確認。 

 

■事務局 

・公民館への遠隔地貸出事業を遠隔地１０地区公民館から２０地区（市内全域）へ拡大する意向 

・今回の会議での意見をもとに報告書を再修正し、委員の皆様に配布することを説明 

・報告書は教育委員会に先に報告した後に市長へ報告する。日時は後日、委員の皆様にお知らせし、同

席の意向を伺う。 

・今後、この市民検討会議の報告書における「目指す図書館像」の実現に向けて、実行計画、改修計画

を立て、それに沿って取組を進めていきたいと考えている。 
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最終報告書（案）に対する■意見書について 

 

 ■意見 回答 

委員 基本理念の朱字の部分で「議論したり、」とある

ので、「～たり、～たりする」の用法からすれば、

「実施したりして意見や・・・」とした方がいいかも

しれません。 

基本理念の説明の中で文章修正の

指摘（～したり、～したりと重ねるのが

正しい文章表現）であったため、文

章校正を行い修正しました。 

委員 意見 

『市民に親しまれ、 学びとまちづくりを支える

「人づくり」の拠点』について 

日田市が輩出してきた廣瀬淡窓、 井上準之助、

大蔵永常など「日本を代表する人づくり」 

とするメッセージが届くか? 

是非届いて欲しい。 淡窓図書館から次世代へ

の人材育成のメッセージとして。 

 

案 ; 

「人づくり」 : 日田市が輩出してきた廣瀬淡窓、 

井上準之助、 大蔵永常など 「日本を代表する

人づくり」を目指す 

などの説明文を追加する。 

 

第５回の会議資料には「人づくり」に

ついての具体的な解説を下段に掲

載しておりましたが、報告書には「人

づくり」についての具体的な解説は

掲載しないと回答しましたので、加筆

修正はしないこととしました。 
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